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よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

【
熊
日
〈
社
説
〉
・
８
月
１
３
日
】
熊
本

県
は
９
日
、
八
代
海
の
県
海
域
に
出
し

て
い
た
赤
潮
警
報
を
解
除
し
た
。
鹿
児

島
県
も
解
除
し
て
お
り
、
養
殖
業
を
中

心
に
両
県
で
大
き
な
漁
業
被
害
を
出
し

た
赤
潮
は
１
カ
月
半
ぶ
り
に
終
息
し

た
。
た
だ
し
、
有
明
海
の
警
報
は
発
令

中
。
八
代
海
中
央
部
で
も
赤
潮
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
検
出
さ
れ
て
お
り
厳
重
な
監 

 

２
０
０
９
年
度
は
１
５

経
営
体
３
０
０
０
万
円 

【
長
崎
・
８
月
１
３
日
】
国
営
諫
早
湾
干
拓

事
業
の
農
地
に
入
植
し
て
い
る
４
１
経

営
体
（
２
５
個
人
、
１
６
法
人
）
が
県
農

業
振
興
公
社
に
支
払
う
リ
ー
ス
料
に
つ

い
て
、
２
０
０
９
年
度
分
を
期
限
内
に
納

付
で
き
な
か
っ
た
の
が
１
５
経
営
体
に

上
る
こ
と
が
１
２
日
、
分
か
っ
た
。
営
農

を
開
始
し
た
０
８
年
度
の
４
経
営
体
か

ら
大
幅
に
増
え
、
滞
納
額
は
計
３
千
万
円

だ
っ
た
。
一
方
、
県
や
入
植
者
は
経
営
効

率
化
が
今
後
進
め
ば
、
問
題
は
解
消
さ
れ

る
と
み
て
い
る
。 

 

諫
干
農
地
（
６
７
２
万
平
方
メ
ー
ト

ル
）
は
、
県
１
０
０
％
出
資
の
同
公
社
が

国
か
ら
約
５
１
億
円
で
一
括
取
得
し
、
入

植
者
に
リ
ー
ス
し
た
。
リ
ー
ス
料
は
千
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
平
均
１
万
５
千
円

（
営
農
開
始
か
ら
５
年
間
据
え
置
き
）

で
、
納
付
期
限
は
毎
年
１
月
末
。 

例
会
見
で
「
山
田
農
相
は
調
査
実
現
に

は
何
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
を
考

え
て
い
る
よ
う
で
、
前
大
臣
か
ら
の
開

門
調
査
へ
の
方
向
性
は
変
わ
っ
て
い
な

い
と
受
け
止
め
た
」
と
の
見
方
を
示
し

た
。  

諫
干
開
門
調
査 

  

―
山
田
農
相
と
の
会
談
で
開
門
調
査
に

関
し
て
ど
の
よ
う
な
感
触
を
得
た
か
。  

知
事 

大
臣
は
開
門
に
か
か
る
巨
額
の

費
用
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
て
、
開

門
実
現
へ
努
力
し
て
い
る
と
い
う
印
象

を
持
っ
た
。
早
い
時
期
に
佐
賀
、
長
崎
、

熊
本
な
ど
を
訪
れ
た
い
と
話
し
て
お

り
、
９
月
ぐ
ら
い
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
概
算
要
求
の
中
に
一
歩
で
も
踏
み

込
ん
だ
予
算
要
求
が
盛
り
込
ま
れ
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
る
。 

が
水
温
上
昇
な
ど
に
伴
い
発
芽
・
増
殖
し

た
の
も
一
因
と
み
ら
れ
る
。 

厄
介
な
の

は
、
胞
子
の
発
芽
条
件
を
含
め
て
赤
潮
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
い
ま
も
正
確
に
つ
か

め
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
赤

潮
の
予
測
は
も
ち
ろ
ん
、
対
策
も
発
生
確

認
後
に
対
症
療
法
的
な
対
応
を
重
ね
る
し

か
な
い
の
が
実
情
だ
。 

一
方
で
、
少
量
の
雨
で
も
赤
潮
が
頻
発

す
る
有
明
海
や
八
代
海
の
現
状
は
、
海
水

の
富
栄
養
化
が
他
海
域
以
上
に
進
ん
で
い

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
有
明
海
で
は

諫
早
湾
干
拓
事
業
に
伴
う
潮
流
変
化
を
指

摘
す
る
専
門
家
が
多
く
、
潮
受
け
堤
防
の

開
門
調
査
の
実
施
も
切
実
な
課
題
だ
。 

 

赤
潮
の
根
本
対
策
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
研
究
で
国
内
第
一
人
者
の
弘
田
禮

一
郎
・
熊
本
大
名
誉
教
授
は
、
海
水
中
の

窒
素
や
リ
ン
を
常
時
監
視
し
て
規
制
す
る

総
量
規
制
を
導
入
す
る
し
か
な
い
と
も
い

う
。
東
京
湾
や
瀬
戸
内
海
で
導
入
さ
れ
、

成
果
を
挙
げ
て
い
る
手
法
で
あ
る
。
総
量

規
制
は
下
水
道
や
終
末
処
理
場
の
整
備
拡

充
な
ど
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る
。
海

水
の
栄
養
分
低
下
で
ノ
リ
養
殖
が
困
難
に

な
る
こ
と
も
、
行
政
が
導
入
に
消
極
的
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
弘
田
名
誉
教
授
は
、

ノ
リ
養
殖
が
盛
ん
な
有
明
海
は
難
し
い
と

し
て
も
、
八
代
海
は
熊
本
と
鹿
児
島
両
県

の
決
断
次
第
だ
と
も
い
う
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
両
海
域
の
富
栄
養
化
－

環
境
悪
化
が
、
赤
潮
だ
け
で
な
く
漁
獲
激

減
な
ど
異
変
の
主
要
因
に
な
っ
て
い
る
の

は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
熊
本
を
含
む
沿
岸
各

県
は
、
両
海
域
の
水
質
改
善
に
本
腰
を
入

れ
て
取
り
組
む
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。 

「
農
相
、
諫
早
干
拓
開

門
へ
努
力
」
佐
賀
知
事 

赤
潮
被
害 
水
質
の
抜

本
改
善
策
に
本
腰
を 

視
と
警
戒
が
必
要
な
状
況
は
変
わ
ら
な

い
。
有
明
海
と
八
代
海
で
は
こ
こ
十
数
年
、

大
規
模
な
赤
潮
が
多
発
し
、
被
害
が
広
が

る
光
景
が
常
態
化
し
て
い
る
。
赤
潮
の
予

測
と
対
策
の
難
し
さ
が
被
害
を
増
幅
さ
せ

て
い
る
側
面
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
両
海
域

が
抱
え
る
切
実
な
問
題
点
と
政
策
課
題
が

投
影
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
そ
う
だ
。 

今
回
の
赤
潮
に
よ
る
県
内
の
被
害
総
額
は

過
去
２
番
目
の
約
１
６
億
円
。
被
害
が
集

中
し
た
の
は
天
草
市
な
ど
の
養
殖
業
で
、

長
年
の
魚
価
低
迷
で
体
力
が
細
る
中
、
２

年
連
続
の
被
害
の
打
撃
は
小
さ
く
な
い
。

県
は
国
に
支
援
を
要
請
す
る
一
方
、
独
自

の
支
援
策
を
策
定
中
だ
。
現
場
の
実
情
に

沿
っ
た
き
め
細
か
い
施
策
が
望
ま
れ
る
。 

 

今
回
は
時
期
が
早
く
、
八
代
海
で
は
同

時
多
発
的
に
発
生
し
た
の
が
特
徴
。
現
場

で
は
粘
土
散
布
や
い
け
す
移
動
等
の
対
策

が
間
に
合
わ
ず
、
死
魚
処
理
な
ど
に
追
わ

れ
る
中
で
被
害
が
一
気
に
広
が
っ
た
。 

 

赤
潮
は
海
中
の
窒
素
や
リ
ン
な
ど
の
栄

養
分
が
増
え
て
特
殊
な
藻
類
（
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
）
が
増
殖
し
、
海
面
が
着
色
す

る
現
象
だ
。
今
回
被
害
を
起
こ
し
た
の
は

ラ
フ
ィ
ド
藻
の
シ
ャ
ト
ネ
ラ
属
で
、
養
殖

魚
の
え
ら
に
付
着
し
窒
息
死
さ
せ
る
。
赤

潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
殖
す
る
要
因
で
は

富
栄
養
化
の
ほ
か
海
水
の
高
温
化
や
停
滞

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
県
は
過
去
の
デ
ー

タ
を
基
に
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
息
状

況
を
観
測
し
、
一
定
の
密
度
を
超
え
る
と

警
報
を
出
す
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
シ
ャ

ト
ネ
ラ
な
ど
一
部
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
赤

潮
終
息
後
も
胞
子
の
形
で
海
底
に
休
眠
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
胞
子 

 

【
佐
賀
・
８
月
１
２
日
】
国
営
諫
早
湾
干
拓

事
業
の
潮
受
け
堤
防
開
門
調
査
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
古
川
知
事
は
１
１
日
の
定

例
会
見
で
「
山
田
農
相
は
調
査
実
現
に
は


